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理 科 学 習 指 導 案 
   令和３年 10 月 第２学年 指導者 田中 佑典  

 

１ 単元名  電流とその利用「１章 電流と回路」 

 

２ 学習指導要領上の位置付け 

［第１分野］ 

(3)  電流とその利用 

電流とその利用についての観察、実験などを通して、次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 電流、磁界に関する事物・現象を日常生活や社会と関連付けながら、次のことを理解すると

ともに、それらの観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｱ）電流 

㋐ 回路と電流・電圧 

   回路をつくり、回路の電流や電圧を測定する実験を行い、回路の各点を流れる電流や各部に

加わる電圧についての規則性を見いだして理解すること。  

㋑ 電流・電圧と抵抗 

   金属線に加わる電圧と電流を測定する実験を行い、電圧と電流の関係を見いだして理解する

とともに、金属線には電気抵抗があることを理解すること。  

㋒ 電気とそのエネルギー 

   電流によって熱や光などを発生させる実験を行い、熱や光などが取り出せること及び電力の

違いによって発生する熱や光などの量に違いがあることを見いだして理解すること。  

イ 電流、磁界に関する現象について見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを

行い、その結果を分析して解釈し、電流と電圧、電流の働き、静電気、電流と磁界の規則性や

関係性を見いだして表現すること。  

  

３ 目標  

回路の電流や電圧についての観察、実験などを通して、次の事項を身に付けることができるよ

うに指導する。 

ア 回路の各点を流れる電流や各部に加わる電圧についての規則性と電流と電圧の関係を見い

だして理解するとともに、回路をつくり、電流や電圧を測定する技能を身に付けること。 

（知識及び技能） 

イ 電流や電圧に関する事物・現象について、見通しをもって課題を解決する方法を立案して

観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、電流と電圧についての規則性や関係性

を見いだして表現すること。（思考力、判断力、表現力等） 

ウ 電流や電圧に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとすること。 

（学びに向かう力、人間性等） 

 

４ 指導計画 ※別紙参照 
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５ 本時の展開（７／15） 

 (1) ねらい 

  直列回路や並列回路の電圧の大きさを測定した実験結果を、 ICT を活用し分析して解釈することを

通して、回路の各部分に加わる電圧についての規則性を見いださせる。 

 (2) 展開 

学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

時間 

 

○指導上の留意点 

◎研究上の手立て 

［記］記録に残す評価 

１ 前時までの実験内容を確認する。 

・直列回路や並列回路を流れる電流の

大きさには規則性があった。電圧の

大きさはどのようになっているかを

調べるのだったな。 

・電流で結果を分析した時と同様に電

圧の場合でも回路図、水流モデルや

表を利用して分析すると分かりやす

いな。 

 

 

 

５ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎スライド、撮影した実験動画や画像を見て、前時ま

での実験を振り返らせ、本時はその結果を基に考察

していくことを確認できるようにする。 

○回路の各部分に加わる電圧についての規則性を確か

める場合は回路図、水流モデルや表を利用すること

（計画立案で立てた結果の扱い方）が再確認できる

ようにする。 

 

 

 

２ 実験結果を基に考察を行い、結論を

導く。 

・今回の実験結果を表にまとめてみた

ら、電流と同様に各回路にかかる電

圧の大きさには規則性がありそうだ

な。他の班のデータを見て、比較し

てみよう。 

・他の班のデータを比較してみると、

直列回路ではそれぞれの豆電球に加

わる電圧の大きさの和が、電源また

は回路全体の電圧の大きさに等しい

な。電流の規則性とは異なりそうだ

な。 

・並列回路ではそれぞれの豆電球に加

わる電圧の大きさは全て同じで、電

源または回路全体の電圧の大きさに

等しいな。電流の規則性とは異なり

そうだな。 

 

35 

分 

 

 

◎ ICTを用いて他班の結果を共有することで、仮説の

妥当性を検討しながら考察できるようにする。 

○もし、数値が大きく異なる班があった場合、動画や

画像を振り返り、原因を確かめられるようにする。 

○考察の際、支援が必要な生徒には考察のヒントとな

るスライドを用意し、参考にできるようにする。 

○考察を全体で共有する際に、ICTを用いることで他

者の意見を見ることができ、自分の考察の再確認や

内容を深めることができるようにする。 

〇結論が導き出せるよう、生徒が ICTを用いてみんな

の意見を分類できるようにする。 

○分類された考察を基に結論を導いていけるように助

言する。 

 

 

 

 

３ 本時を振り返る。 

・電流の規則性を考察したときと同様

に水流モデルで表すと、電圧はどう

なるのだろうか。 

・水流モデルで表すと、電流と電圧は 

関連していることが分かった。 

10 

分 

 

 

 

 

 

○電流の実験で考察した水流モデル（スライド内）と

結果を関連付けることで現象を捉えやすくし、結論

を深められるようにする。 

〇水流モデルを立体化した模型を提示して、電圧

（水の落差）などを実感できるようにする。  

 [課題]直列回路と並列回路では、各部分に加わる電圧にどのような違いがあるのだろうか。 

評価項目＜方法（観点）＞ 

 結果を仮説と照らし合わせながら、回路の各部

分に加わる電圧の規則性について記述している。 

＜記録・記述（思考・判断・表現)［記］＞ 

 

 

＜方法(観点)〔記〕＞ 
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・今回は豆電球を２個使用したが、３

個でも同様に規則性が成り立つのだ

ろうか。 

・家の電気配線は直列回路なのか、並

列回路なのか調べてみたい。電圧の

大きさがどこでも変わらない並列回

路かもしれないな。 

 ○豆電球を複数使った場合でも同様の規則性が成

り立つことを確認できるよう、事前に撮影した

動画をスライドに貼付しておく。 

  

 

 

 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



指導計画  理科 第２学年 単元名「電流と回路」（全 15時間計画） 
 

目
標 

回路の電流や電圧についての観察、実験などを通して、次の事項を身に付けることができるように指導する。 
ア 回路の各点を流れる電流や各部に加わる電圧についての規則性と電流と電圧の関係を見いだして理解する
とともに、回路をつくり、電流や電圧を測定する技能を身に付けること。（知識及び技能） 

イ 電流や電圧に関する事物・現象について、見通しをもって課題を解決する方法を立案して観察、実験など
を行い、その結果を分析して解釈し、電流と電圧についての規則性や関係性を見いだして表現すること。 
（思考力、判断力、表現力等） 

ウ 電流や電圧に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとすること。 
（学びに向かう力、人間性等） 

評
価
規
準 

(1) 電流に関する事物・現象を日常生活や社会と関連付けながら、回路と電流・電圧、電流・電圧と抵抗、電気と 
そのエネルギーについての基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探究するために必
要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。（知識・技能） 

(2) 電流に関する現象について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、その結果を分析 
して解釈し、電流と電圧、電流の働きの規則性や関係性を見いだして表現しているなど、科学的に探究している。
（思考・判断・表現） 

(3) 電流に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとし 
ている。（主体的に学習に取り組む態度） 

過
程 

時
間 

○ねらい 
単元の課題  課題 めあて 

・振り返り（意識） 評価項目 
 ＜方法（観点）＞ 
［記］記録に残す評価 

ふ
れ
る 
・ 
つ
か
む 
 

１ ○身の回りの電気製品について調べ、自分たち
の生活には電気が不可欠であり、いろいろな
場面で電気が関わっていることを確認できる
ようにする。 

 
 
 
 

・身の回りでは多くの電気製
品を利用している。つまり、
電気がなければ、今の便利
な生活が送れない。どんな
仕組みで電気製品が動いて
いて、どのように電気が送
られてきているのか学んで
みたい。 

・身の回りの電気を利用した
ものに対し、興味・関心を
持ち、これから調べてみた
いことや疑問点について、
自分の考えを発言したり、
記述したりしている。 

＜発言・記述(3)＞ 

追
究
す
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ○豆電球やモーターに流れこむ電流と流れ出る
電流の大きさの関係を予想し、確認する方法
を考え実験し、電流は大きくなったり、小さ
くなったりしないことを見いださせる。 

・豆電球やモーターに流れる
前後では、電流の大きさは
変わらないことが分かっ
た。 

・豆電球やモーターに流れこ
む電流と流れ出る電流の
大きさを予想したり、調べ
る実験を立案したり、その
結果を分析して解釈した
りしている。 

＜発言・記述(2)＞ 

１ ○豆電球を用いて直列回路と並列回路を組み、
明るさや電流の大きさに違いがあるのか予想
し、確認する方法を考える。また、電気用図
記号を用いて、その回路を回路図で表すこと
ができるようにする。 

 

・直列回路と並列回路は電流
の明るさが異なるから、電
流も異なるに違いない。豆
電球の部分を電流計で測れ
ば大きさが確かめられるは
ずだ。また、回路図で表す
と回路全体が分かりやすく
なるな。 

・直列回路と並列回路の電流
の大きさを予想し、調べる
ための方法を立案してい
る。また、それらを回路図
で表現している。 

＜発言・記述(2)＞ 

１ ○前時の実験計画を基に実験を行い、結果を分
析して解釈させ、直列回路と並列回路では回
路に流れる電流の大きさには違いがあること
を見いださせる。 

・直列回路に流れる電流の大
きさはどこでも変わらな
い。並列回路は場所によっ
て電流の大きさが変わる
が、枝分かれする前と後の
各部分の合計は同じになる
ことが分かった。 

・直列回路や並列回路を流れ
る電流の大きさを調べた
結果を分析して解釈し、考
察して結論を見いだして
いる。 

＜発言・記述(2)[記]＞ 

１ ○乾電池の数を変えると豆電球の明るさが変化
することが電圧に関係していることを、電圧
計を用いて確かめられるようにする。 

・乾電池の数を変えると豆電
球が明るくなることから、
電流が多く流れている。つ
まり、電圧が大きいことが
分かる。 

・豆電球の明るさを電流と結
び付けたり、電圧の意味を
正しく理解し、それらと結
び付けて実験を立案した
りして、実験をすることが
できる。 

＜記録・記述(1)＞ 

１ ○直列回路や並列回路に流れる電流の関係を基
に、各部分に加わる電圧を予想して実験計画
を立案し、行うことができるようにする。 

・直列回路と並列回路に流れ
る電流には違いがあった。
電圧も同様に規則性がある
のではないか。確かめたい
場所に並列に電圧計を接続
する必要があると思う。 

・直列回路と並列回路に流れ
る電流の関係を基に電圧
も同様に規則性があるこ
とを予想し、実験計画を立
案することができる。 

＜記録・記述(1)＞ 

１ 
本 
時 

○直列回路や並列回路の電圧の大きさを測定し
た実験結果を、 ICT を活用し分析して解釈す
ることを通して、回路の各部分に加わる電圧
についての規則性を見いださせる。 

 
 
 

・直列回路はそれぞれの豆電
球に加わる電圧の和が全体
の電圧に等しいことが分か
った。並列回路はどの豆電
球にも電源と同じ大きさの
電圧が加わることが分かっ
た。 

・結果を仮説と照らし合わせ
ながら、回路の各部分に加
わる電圧の規則性につい
て記述している。 

＜記録・記述(2)[記]＞ 

私たちの生活で電気はどのような場面で、

どのように使われているのだろうか。 

直列回路と並列回路では、各部分に加わる

電圧にどのような違いがあるのだろうか。 

乾電池の数によって、豆電球の明るさやモ

ーターの回り方が変わるのはなぜだろう

か。 

直列回路と並列回路では、流れる電流の大

きさに違いがあるのだろうか。 

電源の＋極を出てから－極に入るまでの

間に、電流の大きさは変わるのだろうか。 

直列回路と並列回路では、各部分に加わる

電圧にどのような違いがあるのだろうか。 

直列回路と並列回路では、流れる電流の大

きさに違いがあるのだろうか。 



 １ ○２種類の豆電球の明るさの違う実験を見て、
回路の電流と電圧の大きさには関係があるこ
とに気付かせ、実験計画を立案できるように
する。 

 
 

・乾電池の数が同じというこ
とは、加わる電圧は変わら
ない。流れる電流や豆電球
の明るさが異なることから
規則性がありそうだ。電圧
を変化させたら、電流が変
化するか調べてみよう。 

・回路の電流と電圧の関係に
ついての豆電球を用いた
実験に進んで関わり、見通
しをもっている。 

＜記録・記述(3)[記]＞ 

１ ○前時の実験計画を基に実験を行い、結果を分
析して解釈させ、電流は電圧に比例している
こと（オームの法則）を見いださせる。 

 
 
 
 

・実験の結果から、電流と電
圧は比例することが分かっ
た。また、抵抗は電流の流
れにくさを表すものである
ことが分かった。 

・実験結果を分析して解釈
し、考察し、電流と電圧の
関係を見いだして表現し
ている。 

＜発言・記述(2)＞ 

１ ○オームの法則を表す数式を用いて、電流、電
圧、抵抗の値を求める活動を通して、電流、
電圧、抵抗への理解を深めさせる。 

 
 
 
 
 

・オームの法則を表す数式を
使って、回路の各部分に流
れる電流や加わる電圧、抵
抗の大きさを求めることが
できた。 

・回路の電流と電圧の関係や
回路の抵抗について説明
し、示された回路の電流や
電圧、抵抗を計算して求め
ている。 

＜観察・記述(1)＞ 

１ ○直列回路と並列回路の全体抵抗について考え
る活動を通して、各部分の抵抗と全体抵抗と
の関係について理解できるようにする。 

 
 
 
 

・直列回路は２つの抵抗の和
が全体抵抗になるというこ
とが分かった。並列抵抗は
各部分の抵抗より全体の抵
抗のほうが小さくなること
が分かった。 

・直列回路や並列回路の各部
分の抵抗や全体抵抗を計
算して求めている。 

＜発言・記述(1)[記]＞ 

１ ○電気エネルギーや電力、熱量ついて電気器具
を例に挙げ、それらに関することへの理解を
深めさせる。 

 
 
 
 

・電気のもつエネルギーを電
気エネルギーといい、１秒
あたりに消費する電気エネ
ルギーを電力ということが
分かった。電圧と電力が大
きくなると電力が大きくな
ることが分かった。 

・電流とそのエネルギーにつ
いて、課題に沿って調べて
理解を深めている。 

＜発言・記述(1)[記]＞ 

１ ○電気機器に使われている電熱線を用いて、電
力が大きくなると発生する熱量はどのように
変化するのか予想し、関係性を調べる実験計
画を立案できるようにする。 

 
 
 
 
 

・電力が大きくなると発生す
る熱量が一定で増えていく
と思う。また、時間が経つ
ごとに水の温度上昇が高く
なっていくと思う。これを
確かめるために、電熱線を
水の中に入れて温度変化を
記録していくとよいのでは
ないだろうか。 

・電力と熱量の関係を予想
し、その関係を調べる実験
を立案することができる。 

＜記録・記述(2)＞ 

１ ○電力の大きさと水の温度変化の関係を調べる
実験を通して、電流を流した時間と熱量、電
力の大きさと熱量には、それぞれどのような
関係があるのか見いださせる。 

 
 
 
 
 

・電熱線から発生する熱量
は、電流を流した時間に比
例することが分かった。ま
た、電熱線から発生する熱
量は、電力の大きさに比例
することが分かった。 

・実験結果を分析して解釈
し、考察して、電力と水の
上昇温度の関係や、熱量と
電力の大きさの関係を見
いだしている 

＜観察・記述(2)[記]＞ 
 

ま
と
め
る 

１ ○電気を安全に利用するために電気器具や建物
に施されている工夫を調べ、その理由を考え
話し合わせ、電流の性質の理解を深めさせる。 

 
 
 
 
 

・安全ブレーカーやアース、
最大消費電力掲示など安全
に電気を利用するための方
法が身の回りには多く存在
することが分かった。電気
を安全に利用していきた
い。 

・これまで学習してきた内容
を日常生活のどのような
場面で活かされているか
を具体的に考えている。 

＜観察・記述(3)[記]＞ 

 

回路の電流と電圧の大きさには、どのよう

な関係があるのだろうか。 

回路の電流と電圧の大きさには、どのよう

な関係があるのだろうか。 

オームの法則を利用し、回路の各部分に流

れる電流、加わる電圧、抵抗の大きさを求

めよう。 

抵抗を２個つないだ回路では、全体の抵抗

の大きさはどのようになるのだろうか。 

電力とは何だろうか。電力が大きくなると

どのようなことが起こるのだろうか。 

電熱線から発生する熱量は、電力や電流を

流す時間とどのように関係しているのだ

ろうか。 

電熱線から発生する熱量は、電力や電流を

流す時間とどのように関係しているのだ

ろうか。 

電気を安全に利用するために電気器具や

建物に施されている工夫を調べて、説明し

よう。 


